
第 2節 八尾市内出土銅鏃 について (第 22・ 23図、第 15表 )
今回の調査では 3C地区の第19層 中から弥生時代後期に比定される銅鏃が 1点出上 した。本書
において、八尾市内で出上 した銅鏃 (対象は弥生時代に限定)について整理することにする。弥生

時代の銅鏃は八尾市内の発掘調査において、現在までに合計12点が出上 している (現地調査時点)。

その内、遺構内出± 6点・包含層出± 5点・不明 1点である。銅鏃はすべて有茎鏃で型式は平基

式 5点・凹基式 2点・凸基式 1点・有翼鏃 3点である。八尾市内では平基式・凹基式の銅鏃が多

く出上 してお り、近畿地方でも同じような傾向にある。また、特異な点は鏃身の鏑部分に棒状の

隆起が特徴の有翼鏃の出土比率が高いことが挙げられる。銅鏃の全長は平均3,7cmを測 り、今回

出土 した銅鏃が全長5.Ocmと 最 も大型である。銅鏃の法量を指数化 した鏃身幅指数は平均約34.2

で、亀井遺跡Ⅷ b層出土銅鏃 (第23図 -6)が 52と 高い数値を示 している。
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